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「パリ協定」の意義 

– 1.5℃が書かれたこと 
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パリ協定とは・・・ 

 190カ国以上が合意したルール 
– 気候変動（地球温暖化）に対して、どのように国際社会が
協力して対応するかを決めた国際条約 

「2℃より充分低く、できれば1.5℃に」 
– 全体としての目標は、地球の平均気温の上昇（温暖化）を、
産業革命前と比較して、2℃より充分低く、できれば1.5℃
に抑えること 

脱炭素化 
– 今世紀後半には、排出量と吸収量が均衡するように、つま
り実質的な排出量はゼロに 

支援は提供し、影響にも対応する 
– 「脱炭素化」に向けて支援を必要としている途上国にはそ
れを提供し、起きてしまう温暖化の影響にも対応する 



• 議長国であったフラン
スの巧みな采配。 

• 「先進国」と「途上
国」の対立を超えた歩
み寄り。 

• 「グローバルな合意」
を求める気運。 

パリ協定の合意 
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© IISD 
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実質ゼロの意味 

（出所） Rockström (2017)。 
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パリ協定時代の主役は 

– もはや国だけではない 
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主役は政府だけではない 〜COP23におけるアメリ
カ 

アメリカ経済・人口の半分以上を
占める州・都市・企業が温室効果
ガス削減目標を持つ 
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パリ協定→「2℃未満」と整合する目標を持つ企業 

► CDP、UN Global Compact、
WRI、WWFによる合同イニシ
アティブ。 

► 311の企業が参加。うち、73
の企業が既に基準に合致す

る目標を持つ。 
日本からの参加企業（38社） 

http://sciencebasedtargets.org/ 

SBTiから承認を取得済みの企業 

ソニー／第一三共／川崎汽船／コニカミノルタ／キリンホールディングス／小松製
作所／リコー／ナブテスコ／戸田建設／富士通／電通 

科学と整合した目標を設定することにコミットしている企業 

アサヒグループホールディングス／アシックス／花王／清水建設／住友林業／セイコーエプソ
ン／積水ハウス／ダイキン工業／大成建設／大日本印刷／武田薬品工業／トヨタ自動車／日産
自動車／日本ゼオン／野村総合研究所／日立建機／日立製作所／富士フィルムホールディング
ス／本田技研工業／ユニ・チャーム／横浜ゴム／KDDI／LIXILグループ／MS&ADホールディング
ス／NTTドコモ／UK-NSI 
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都市・自治体も 

http://www.c40.org/  

http://www.globalcovenantofmayors.org  

http://www.c40.org/
http://www.c40.org/
http://www.globalcovenantofmayors.org/
http://www.globalcovenantofmayors.org/
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地域に期待すること 

再生可能エネルギー推進は地域から 
– それぞれの地域の資源の活用  地域に利益が落ちる 

– 持続可能性を担保するためには、地域の事情を知っている
主体の関与が不可欠 

他の政策課題との融合 
– 地域の優先課題は気候変動（温暖化）対策だけではない 

– しかし、気候変動と関係ない、地域課題も実は少ない？ 

• コンパクトシティ  運輸部門のCO2排出削減 

• インフラの整理・維持  業務・運輸部門のCO2排出削減 

• 一次産業の振興  温暖化影響への適応  等々 

– 市民参加のプロセスも 

選択肢に関する情報を提示する制度作り 
– 家・製品・サービス・車・食品を選ぶ時、本当に選べる？ 
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ゾーニングの必要性 

（２）各リスクの評価図 （１）最終評価図 （３）各リスクの評価根拠資料 

►徳島県鳴門市での実施。 



これからもご支援をどうそよろしくお願い申し上げます 

http://www.wwf.or.jp/join/ 

http://shop.wwf.or.jp  

http://www.wwf.or.jp/join/
http://www.wwf.or.jp/join/
http://shop.wwf.or.jp
http://shop.wwf.or.jp

